
阜

議
案
第
二
十
七
号

三
朝
町
水
洗
便
所
改
造
葉
√
金
貸
付
基
金
条
例
の
設
定
た
つ
い
て

次
の
と
お
り
三
朝
町
水
洗
便
所
改
造
資
金
貸
付
基
金
条
例
を
設
定
す
る
1
)
と
に
つ
い
て
へ
地
方
自
治
壊
(

暗
和
二
十
二
年
湊
律
第
六
十
七
号
)
第
九
十
六
条
第
1
項
の
規
定
に
ょ
り
'
本
義
会
の
議
決
を
求
め
る
｡

＼

暗
和
六
十
三
年
三
月
十
1
日

三

朝

町

長

　

安

　

田

　

実

　

l

　

郎

∫

男
穴
冶
参
畢
皐
月
甘
苦
原
審
可
決

三
朝
町
艶
女
親
長
安
井
由
符



三
餅
町
粂
柄
井
　
　
　
　
号

三
朝
町
水
洗
便
所
改
造
資
金
貸
付
基
金
粂
桝

‥

　

■

　

　

　

■

(
牡
雷
)

第
1
粂
　
三
組
町
公
共
下
水
薄
処
理
区
域
に
住
宅
を
有
す
る
者
の
'
軟
投
の
く
み
取
り
便
所
を
水
洗
式
に
改
造
す
る
た

め
に
章
す
る
責
金
(
以
下
r
責
筆
と
い
う
･
)
を
責
付
け
,
も
っ
て
/
環
境
衛
生
の
向
上
蔓
す
る
た
め
,
.
三
若

水
洗
便
所
改
造
資
金
貸
付
基
金
(
以
下
r
基
金
｣
と
い
う
.
)
を
投
書
す
る
｡

(
基
金
の
繊
)

第
二
森
　
基
金
の
額
は
'
1
千
万
円
と
す
る
｡

(
貸
付
対
象
)

第
三
集
　
資
金
の
貸
付
対
象
は
､
軟
投
の
く
み
取
り
便
所
を
水
洗
式
に
改
造
し
,
公
共
↑
水
蓮
に
捷
続
す
る
た
め
の
'

慶
喜
,
洗
浄
用
具
及
び
こ
れ
た
伴
う
冶
排
水
管
等
を
新
穀
す
る
事
兼
(
以
↑
r
改
造
工
事
｣
と
い
う
｡
)
と
す
る
｡

(
貸
付
け
を
受
け
る
こ
と
か
で
き
る
着
の
要
件
)

第
四
集
　
貸
付
け
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
肴
姓
,
次
の
事
件
を
備
え
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

一
公
共
下
水
漣
の
供
用
幣
始
の
草
不
か
な
さ
れ
て
い
る
地
域
に
催
宅
を
有
す
る
寺

子
町
長
我
,
肯
定
鷲
鼻
畿
及
望
義
町
蕎
市
軒
嘗
下
水
漣
､
事
業
受
益
者
負
担
金
を
蕎
納
し
て
い
な
い
者



三
　
公
共
下
水
辻
の
供
用
幣
始
の
草
不
の
日
か
ら
ゴ
年
以
内
に
改
造
工
雷
を
行
う
者
.
た
だ
し
'
町
長
が
特
に
必
章

I

と

牡

め

た

場

合

は

'

こ

の

取

り

で

な

い

｡

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

J

四
　
貸
付
け
を
受
け
た
資
金
の
償
還
に
つ
い
て
蒐
森
な
支
払
能
力
を
有
す
る
者

五
　
確
実
な
連
帯
保
狂
人
か
あ
る
者

ゝ
　
(
貸
付
金
額
)

第
五
免
　
責
金
の
貸
付
金
額
は
､
五
十
万
円
以
記
に
お
い
て
'
町
長
が
定
め
る
｡

(

貸

付

条

件

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

第
大
魚
　
貸
付
け
の
条
件
は
､
次
の
と
お
り
と
す
る
｡

/

一
　
貸
付
金
の
利
率
　
無
利
子

二
　
貸
付
瀬
蘭
　
五
十
曹
月
以
内

二
　
償
遭
方
法
　
元
金
均
等
月
賦
併
遭

三
　
延
滞
利
息
　
延
*
金
額
に
つ
き
等
十
四
･
五
'
(
-
.
セ
ン
ト
以
内

(
事
糞
実
議
扶
洗
の
報
曹
)

第
七
粂
資
金
の
貸
付
豊
等
た
首
は
･
･
町
票
定
め
る
と
-
に
よ
り
,
資
金
の
-
-
受
け
て
行
言
事
業

I

の
美
濃
状
祝
を
町
長
に
報
告
し
な
け
.
れ
ば
な
ら
な
い
｡

b

L

　

　

　

　

　

　

　

1

1

;

,

　

J

　

　

　

一



(
実
地
検
査
等
)

第
<
轟
　
町
長
蛙
'
必
要
が
あ
る
と
養
め
る
と
毒
は
'
責
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
者
に
対
し
'
輔
孫
資
料
の
提
出
を
求

め
'
又
妊
美
糠
に
検
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
.

(
繰
上
償
濃
)

第
九
轟
　
町
長
は
､
資
金
の
責
付
け
を
受
け
た
書
が
責
金
を
貸
付
け
の
目
的
以
外
に
食
用
し
た
と
き
'
又
は
貸
付
粂
件

に
従
わ
な
か
っ
た
と
き
蛙
'
責
金
の
全
部
又
は
一
群
を
繰
上
償
遷
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
.

2
　
貴
会
の
貸
付
け
を
受
け
た
着
は
'
必
要
に
応
じ
'
貴
女
の
全
称
又
蛙
一
鉢
を
繰
上
償
遍
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
.

■

(
基
金
の
響
理
)

第
十
森
　
基
金
仁
義
す
る
顎
金
は
'
主
義
穐
蝉
へ
の
讃
金
そ
の
他
轟
も
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
芯
よ
り
保
管
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
.

(
運
用
益
金
の
処
理
)

鴨
十
-
集
　
基
金
の
専
用
か
ら
生
ず
る
収
益
は
､
下
水
辻
事
鳶
等
封
金
軒
蔵
人
蔵
出
予
算
に
軒
上
し
て
処
理
す
る
も
の

と
す
る
.

(
婁
任
)

欝
十
二
集
　
こ
の
桑
折
に
定
め
る
も
の
の
姓
か
､
基
金
の
管
理
に
博
し
必
要
な
事
項
は
'
町
長
が
封
に
定
め
る
.
I



-

相

　

　

加

こ
の
粂
桝
は
'
唱
和
六
十
三
年
r
E
Z
月
3
日
か
ら
篤
行
す
る
｡

･
.
 
I
 
T
･
,


